日本スポーツ人類学会会員のみなさま、

以下の案内は、第８回アジアスポーツ人類学会大会組織委員会（雲南師範大学）がホームページに掲載した情報を翻訳したものです。原文をご覧になりたい方は、URL: https://tyw.ynnu.edu.cn/info/1111/3669.htm　をご覧ください。情報は日本人向けに多少調整してあります。

第8回アジアスポーツ人類学会大会のお知らせ

2009年、アジアスポーツ人類学会が清華大学で設立され、同年第1回アジアスポーツ人類学フォーラムが開催されました。このとき学会は、早稲田大学の寒川恒夫教授を初代会長に選出しました。学会の創立会員校には、清華大学、早稲田大学、筑波大学、江原大学（韓国）、龍仁大学（韓国）、台湾師範大学などアジアの著名な大学が含まれています。2010年、早稲田大学は東京の国立オリンピック記念青少年総合センターで第1回アジアスポーツ人類学大会を開催し、アジアおよび世界中のスポーツ人類学者の活動の増進に貢献しました。
この度、第８回アジアスポーツ人類学会大会を下記の会場と日程で開催する運びとなりました。アジアのスポーツ人類学者の皆様、大会へのご参加をお待ちしております。

1.基本情報：
会期：2024年9月14日から17日
場所：中国雲南省昆明市（雲南師範大学　呈貢キャンパス）
主催：アジアスポーツ人類学会
共催：清華大学体育部、雲南師範大学体育学院
協力：清華大学国家体育総局スポーツ社会科学重点研究基地、清華大学スポーツ発展研究院、雲南師範大学国家体育総局スポーツ文化研究基地、吉林大学体育学院スポーツ文化交流センター、清華大学体育部スポーツ史研究センター
2.大会主題：スポーツ人類学―時代の変遷における実践と対応
3.発表可能なテーマ：
・スポーツと民族文化の伝承と発展
・アジア地域におけるスポーツの文化表現
・伝統スポーツの異文化伝播
・伝統スポーツの革新的発展
・伝統スポーツと現代スポーツの文化的同一性
・アジア諸国の伝統スポーツ文化と世界との交流
・スポーツ文化が社会構造に与える影響
・スポーツの無形文化遺産の発掘、保護、及び継承
・人工知能（AI）が伝統スポーツの文化発展に与える影響
・その他関連テーマ
4.発表形式：
・大会報告（専門家の招待）
・各分科会のテーマ報告
・ポスターセッション
＊使用言語（発表、提示資料、質疑）は日本語または英語、いずれも可とする。
5.関連費用及び支払方法：
（1）大会参加費（人民元）：
教員：1200元/人(約28,000円)、学生：800元/人(約17,000円)
費用に含まれるもの：大会期間の昼食費、資料費、論文集
（2）交通費および宿泊費：
自己負担のこと。（学会による宿泊予約、参加者自身による宿泊手配いずれも可）
6.投稿要領：
（1）原稿は、国内外で未発表のオリジナルな内容であること。第一著者は1人1稿に限る。原稿は抄録のみを提出すること。
（2）抄録は、日本語と英語の両方で作成する。以下の「申請用紙」を使用のこと。
（3）抄録の内容は、研究目的、研究方法、調査結果、結論を含めること。参考文献と図表は不要。科学研究費の助成がある場合は、課題名、番号等を明記のこと。
（4）著者は、原稿内容の信憑性と客観性、および不正行為がないことを保証すること。学会組織委員会は、不正行為検出システムを通じてすべての投稿文書を検査し、要件を満たさない原稿は不受理とする。
（5）申し込み締め切り：2024年7月1日00：59（JST）／6月30日23:59（CST）
（6）申し込みメールアドレス： ASSA_2024@hotmail.com
メールタイトルに以下を記すこと：「所属機関＋氏名＋発表可能なテーマ（上記「発表可能なテーマ」から一つを選択すること）」
例：「早稲田大学＋川島浩平＋その他関連テーマ」
7.投稿メールアドレス及び連絡先：
・組織名：第8回アジアスポーツ人類学会組織委員会
・住所：雲南省昆明市星貢区聚賢街768号、雲南師範大学体育学院
・連絡先：ASSA_2024@hotmail.com
＊日本の問い合わせ先： asiasupojin8@gmail.com　
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